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三
重
県
科
学
技
術
振
興
セ
ン
タ
ー
　
農
業
研
究
部

循
環
機
能
開
発
研
究
課

西
　
に
し
　

野の

実
み
の
る↑トマト黄化葉巻病の病徴（黄化症状）。

↑トマト黄化葉巻病の病徴（葉巻症状）。

ト
マ
ト
黄
化
葉
巻
病
の

物
理
的
防
除
対
策

は
じ
め
に

ト
マ
ト
黄
化
葉
巻
病
（
以
下
、
黄
化
葉
巻
病
と
す
る
）
は
、
１
９
９
６
年
に

国
内
で
発
生
が
確
認
さ
れ
て
以
来
、
こ
れ
ま
で
に
全
国
27
府
県
で
発
生
が
確
認

さ
れ
て
お
り
（
２
０
０
６
年
５
月
７
日
現
在
）、
今
や
ト
マ
ト
の
生
産
現
場
で

は
、
重
大
な
病
害
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
病
の
病
原
ウ
イ
ル
ス
（
ト
マ
ト
黄
化
葉
巻
ウ
イ
ル
ス
T
Y
L
C
V
）は
シ

ル
バ
ー
リ
ー
フ
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
や
タ
バ
コ
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
（
以
下
、
両
種
を
ま
と
め

て
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
と
す
る
）
に
よ
り
媒
介
さ
れ
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
黄
化
葉
巻
病
防
除
対
策
の
う
ち
、
防
虫
網
を
利
用
し
た
コ
ナ
ジ

ラ
ミ
の
侵
入
防
止
対
策
に
つ
い
て
、
三
重
県
で
行
っ
た
室
内
試
験
と
生
産
者
圃ほ

場
に
お
け
る
調
査
結
果
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

な
お
、
黄
化
葉
巻
病
の
病
原
ウ
イ
ル
ス
、
発
生
生
態
、
全
般
的
な
防
除
対
策

に
つ
い
て
は
、
「
園
芸
新
知
識
野
菜
号
」
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
（
２
０
０
４
年

10
月
号
、
11
月
号
、
12
月
号
）
の
リ
レ
ー
記
事
で
も
分
か
り
や
す
く
解
説
さ
れ

て
い
る
の
で
、
お
手
持
ち
の
方
は
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

防
虫
網
を
利
用
し
た
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コ
ナ
ジ
ラ
ミ
侵
入
防
止
対
策
の
　
　

重
要
性

黄
化
葉
巻
病
の
主
な
防
除
対
策
を
第
１

表
に
挙
げ
ま
し
た
。
ト
マ
ト
施
設
内
で
黄

化
葉
巻
病
の
蔓ま

ん

延え
ん

を
防
ぐ
た
め
に
は
、
ウ

イ
ル
ス
媒
介
虫
防
除
の
観
点
か
ら
、
施
設

内
の
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
密
度
を
限
り
な
く
低
く

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、

黄
化
葉
巻
病
が
常
発
す
る
地
域
で
は
、
頻

繁
に
殺
虫
剤
を
処
理
し
、
施
設
内
の
コ
ナ

ジ
ラ
ミ
防
除
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
黄
化
葉
巻
病
発
生
に
よ
る
被

害
が
大
き
い
７
〜
９
月
（
抑
制
栽
培
や
促

成
栽
培
の
育
苗
期
、
ま
た
は
本
圃
栽
培
初

期
に
あ
た
る
）
に
は
施
設
外
の
コ
ナ
ジ
ラ

ミ
密
度
が
非
常
に
高
く
な
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
を
防
除
し
よ
う
と
い

く
ら
施
設
内
で
殺
虫
剤
を
散
布
し
て
も
、

次
か
ら
次
へ
と
施
設
外
か
ら
コ
ナ
ジ
ラ
ミ

が
侵
入
し
て
ウ
イ
ル
ス
を
媒
介
す
る
の
で
、

発
病
株
が
増
加
す
る
結
果
と
な
り
ま
す
。

よ
っ
て
、
黄
化
葉
巻
病
防
除
に
は
、
施

設
内
へ
の
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
の
侵
入
を
防
止
す

る
物
理
的
防
除
技
術
が
重
要
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
一
つ
が
防
虫
網
に

よ
る
施
設
開
口
部
の
被
覆
に
よ
る
侵
入
防

止
技
術
で
す
。

有
効
な
防
虫
網
の
目
合
い

ま
ず
最
初
に
、
防
虫
網
を
利
用
す
る
に

あ
た
り
、
ど
の
程
度
の
目
合
い
の
大
き
さ

な
ら
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
の
侵
入
防
止
に
有
効
な

の
か
、
室
内
試
験
を
行
い
検
討
し
ま
し
た

（
第
１
図
）。

そ
の
結
果
、
０
・
８
㎜
と
１
・
０
㎜
目

合
い
の
防
虫
網
で
は
、
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
の
通

過
率
は
90
％
以
上
と
高
く
、
コ
ナ
ジ
ラ
ミ

侵
入
防
止
効
果
は
期
待
で
き
な
い
と
考
え

ら
れ
ま
し
た
。
０
・
４
５
㎜
、
０
・
５
㎜
、

０
・
６
㎜
目
合
い
の
防
虫
網
で
は
コ
ナ
ジ

ラ
ミ
の
通
過
を
完
全
に
阻
止
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
通
過
率
は
低
く
、

コ
ナ
ジ
ラ
ミ
侵
入
防
止
効
果
は
期
待
で
き

る
と
推
察
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
０
・
４

㎜
目
合
い
の
防
虫
網
で
は
、
試
験
開
始
２

時
間
以
内
で
は
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
の
通
過
は
認

め
ら
れ
ず
、
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
侵
入
防
止
効
果

が
非
常
に
高
い
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

以
上
の
結
果
か
ら
、
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
の
侵

入
防
止
効
果
を
期
待
す
る
に
は
、
０
・
６

㎜
目
合
い
以
下
の
防
虫
網
が
必
要
で
、
０

・
４
㎜
目
合
い
の
防
虫
網
で
は
侵
入
防
止

効
果
が
非
常
に
高
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な

り
ま
し
た
。

第1表　トマト黄化葉巻病の主な防除対策 

ウイルス伝染源の除去 

ウイルス媒介虫の防除 

 ・ 施設内のトマト黄化葉巻病発病株の除去 

・ トマト残さ捨て場で生えている野良生えトマトの除去 

 ・ 施設内へのコナジラミ侵入防止 

 ・ 殺虫剤による施設内のコナジラミ密度の抑制 
 ・ 家庭菜園など露地作物でのコナジラミ密度の抑制 
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開口部を各種防虫網でふさいだ透明容器内に、シルバーリーフコナジラミ
成虫を入れ、2時間後に防虫網を通過して容器外に逃亡したシルバーリー
フコナジラミ成虫数を調査した。なお、容器の外側にトマト葉を置いて容器
内のコナジラミ成虫を誘引した。 

１）通過率（％）： 
　（防虫網を通過したコナジラミの数／試験に用いたコナジラミの数）×100 

２）メーカー資料などによる目合いの大きさ。0.45㎜目合いの防虫網  
　のみ、糸の太さが細い。 

防虫網の目合いの大きさ２） 

１） 

コ
ナ
ジ
ラ
ミ
通
過
率（
％
） 

第1図　目合いの大きさが異なる防虫網による、シルバーリーフコナジラミ通過率の違い 
　 

（㎜） 

↑シルバーリーフコナジラミの成虫。こ
の体長約1㎜の小さな虫が、TYLCVを媒
介する。
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第2図　防虫網を設置する部位と施設開口部ごとのコナジラミ侵入量　 
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■有効な防虫網を張る前（２００４年調査） 

■有効な防虫網を張った後（２００５年調査）  
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本稿では、図のような丸屋根の連棟ハウスを想定。文中にある「側窓部」はハウスのサイ
ド面とつま面にある開口部を、 「谷換気部」は連棟の谷にあたる部分にある、ハウス上部
の開口部を指す。  

各方向の側窓部（北東、南東、南西、北西）と谷換気部２カ
所（谷①、②）について、2004年と2005年の７月中旬～10
月上旬に調査。黄色粘着板を各開口部に３枚設置し、捕
獲されたコナジラミ成虫数を調査した。黄色粘着板は７日間
隔で交換。グラフは調査期間中の総捕獲数を示す。なお、
調査を行った施設は約3,300㎡、12連棟の丸屋根ハウス。 
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／
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第2表　２００４年と２００５年での防虫網利用の改善点 

開口部位 

側窓部 

谷換気部 

防虫網の目合いの大きさ 

2004年 2005年 

南東面、北西面 

南西面、北東面 

0.8㎜目合い   0.4㎜目合い 

0.8㎜目合い   0.45㎜目合い 

防虫網なし 0.6㎜目合い 

◆ 

※第２表、第２図ともに、防虫網の目合いの大きさごとに色分けをした。 

…0.8㎜ …0.45㎜ …0.4㎜ 

Ｎ 

Ｎ 

…防虫網なし 無色 …0.6㎜ 

サイド面 
 

つま面 
 

防虫網を利用した

トマト黄化葉巻病の
物理的防除対策
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同
じ
現
地
施
設
の
開
口
部
に
、
前
頁
第
２

表
の
と
お
り
の
防
虫
網
を
設
置
し
て
、
コ

ナ
ジ
ラ
ミ
侵
入
防
止
効
果
を
検
証
し
ま
し

た
（
第
２
図
左
下
）。

谷
換
気
部
に
は
０
・
６
㎜
目
合
い
の
防

虫
網
を
設
置
し
ま
し
た
が
、
コ
ナ
ジ
ラ
ミ

捕
獲
数
は
大
き
く
減
少
せ
ず
、
効
果
は
不

十
分
で
し
た
。
谷
換
気
部
か
ら
は
風
が
よ

く
吹
き
込
む
た
め
、
風
と
と
も
に
コ
ナ
ジ

ラ
ミ
が
吹
き
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
推
測

さ
れ
ま
し
た
。

一
方
、
側
窓
部
に
つ
い
て
は
、
防
虫
網

の
目
合
い
を
０
・
８
㎜
目
合
い
の
防
虫
網

か
ら
０
・
４
㎜
と
０
・
４
５
㎜
目
合
い
の

防
虫
網
に
張
り
替
え
た
こ
と
に
よ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
開
口
部
で
の
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
捕
獲

数
は
減
少
し
ま
し
た
。
特
に
２
０
０
４
年

調
査
で
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
侵
入
量
が
多
か
っ
た

南
東
面
に
つ
い
て
は
、
０
・
４
㎜
目
合
い

の
防
虫
網
に
張
り
替
え
た
こ
と
に
よ
り
コ

ナ
ジ
ラ
ミ
捕
獲
数
が
激
減
し
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
の
侵
入

リ
ス
ク
が
高
い
開
口
部
に
有
効
な
目
合
い

の
防
虫
網
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
侵

入
防
止
効
果
が
得
ら
れ
る
と
い
う
結
果
と

な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
谷
換
気
部
な
ど

の
風
が
よ
く
吹
き
込
む
開
口
部
で
は
、
風

に
乗
っ
て
多
く
の
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
が
侵
入
す

る
た
め
、
侵
入
防
止
効
果
の
高
い
０
・
４

防
虫
網
を
張
る
必
要
の
あ
る

開
口
部

次
に
、
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
の
侵
入
す
る
リ
ス

ク
が
高
い
施
設
開
口
部
を
明
ら
か
に
す
る

た
め
、
黄
化
葉
巻
病
発
生
地
域
の
生
産
者

施
設
で
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
谷
換
気

部
で
も
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
成
虫
捕
獲
数
が
多
く

認
め
ら
れ
ま
し
た
（
前
頁
第
２
図
左
上
）
。

こ
の
結
果
、
谷
換
気
部
か
ら
も
コ
ナ
ジ
ラ

ミ
成
虫
は
侵
入
す
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な

り
、
そ
の
侵
入
量
は
側
窓
部
と
比
べ
て
、

少
な
く
な
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

ま
た
、
側
窓
部
で
は
、
南
東
面
で
の
コ

ナ
ジ
ラ
ミ
捕
獲
数
が
極
端
に
多
か
っ
た
こ

と
か
ら
、
側
窓
部
で
も
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
侵
入

量
の
多
い
方
角
と
少
な
い
方
角
が
あ
る
こ

と
も
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。
調
査
施
設

で
は
、
側
窓
部
の
南
東
面
は
風
向
頻
度
の

高
い
方
角
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
コ
ナ
ジ

ラ
ミ
成
虫
は
風
に
乗
っ
て
移
動
し
、
施
設

内
に
よ
り
多
く
侵
入
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
ま
し
た
。

防
虫
網
に
よ
る

コ
ナ
ジ
ラ
ミ
侵
入
防
止
効
果

コ
ナ
ジ
ラ
ミ
の
侵
入
防
止
に
有
効
な
防

虫
網
と
防
虫
網
設
置
が
必
要
な
開
口
部
が

明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
、
翌
年
は
前
章
と

㎜
目
合
い
の
防
虫
網
を
用
い
な
い
と
侵
入

防
止
効
果
は
期
待
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ

ま
す
。防

虫
網
利
用
上
の
注
意

コ
ナ
ジ
ラ
ミ
侵
入
防
止
の
た
め
０
・
６

㎜
以
下
の
防
虫
網
を
施
設
の
開
口
部
に
設

置
す
る
と
、
施
設
内
の
換
気
効
率
が
低
下

し
、
施
設
内
部
の
温
度
が
上
昇
し
ま
す
。

細
か
い
目
合
い
の
防
虫
網
を
利
用
す
る
際

に
は
、
循
環
扇
や
遮
光
資
材
、
強
制
換
気

の
利
用
や
開
口
部
の
面
積
を
拡
大
す
る
な

ど
の
対
策
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
は
人
の
出
入
り
や

苗
の
搬
入
時
、
施
設
の
わ
ず
か
な
す
き
間

か
ら
も
侵
入
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
い
く
ら
目
合
い
が
細
か
い
防

虫
網
を
用
い
て
も
、
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
の
侵
入

を
１
０
０
％
完
全
に
阻
止
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
施
設
内
で
は
、

殺
虫
剤
に
よ
る
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
防
除
や
発
病

株
の
除
去
な
ど
の
対
策
も
行
う
必
要
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
施
設
外
に
お
い
て
も
ウ

イ
ル
ス
伝
染
源
で
あ
る
野
良
生
え
ト
マ
ト

を
除
去
す
る
と
い
っ
た
対
策
を
行
い
、
ウ

イ
ル
ス
を
保
毒
し
た
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
が
施
設

内
に
侵
入
す
る
リ
ス
ク
を
少
し
で
も
減
ら

す
こ
と
が
重
要
で
す
。

↑

収
穫
終
了
後
の
ト
マ
ト
残
さ
捨
て
場
の
状
況
。
よ

く
見
る
と
ト
マ
ト
が
生
え
て
い
る
。

↑

ト
マ
ト
残
さ
捨
て
場
付
近
に
生
え
た
野
良
生
え
ト

マ
ト
。
ト
マ
ト
黄
化
葉
巻
病
が
発
病
し
て
い
る
。


